
 

施策14－２ 未来を創造し社会の担い手となる力の育成 

（主担当部局：教育委員会事務局） 

 

１．基本事業の取組状況 
基本事業名 
・令和７年度の主な取組 

① キャリア教育の推進 

・児童生徒が社会貢献意識や自己実現に向けたキャリア意識を持って、主体的に進路を選択す

ることができるよう、地域や関係機関等と連携を図りながら、自己の学びのプロセスを振り返る

ことのできる「キャリア・パスポート」の活用を含め、学校の教育活動全体をとおした、組織的か

つ計画的なキャリア教育を推進しています。 

・高校生一人ひとりの希望や特性に応じた就職実現に向け、生徒の就職支援や卒業生の職場定

着に課題を抱える普通科および総合学科の高等学校、支援が必要な外国人生徒が在籍する高

等学校を中心に、就職実現コーディネーター等の専門人材１１人を配置し、きめ細かなキャリア

カウンセリングや企業や職種の情報提供等の就職支援を行っています。 

・県立夜間中学（みえ四葉ヶ咲中学校）において、生徒が学びと将来の夢とのつながりを意識し

て、卒業後の進路や将来を設計できる能力を身につけられるよう、キャリア学習支援員との連

携を進め、進路指導も含めたキャリア学習を実施しています。 

・人間関係の構築に苦手意識がある生徒や働くことに不安を持つ生徒が、社会生活や職業生活

で他者と協力・協働できるよう、高等学校入学後の早い段階から進路相談やソーシャルスキルト

レーニングの機会を充実させるとともに、働き方についての理解を深め、働くことへの自信を持

つことができるよう、関係機関と連携しながら、実習等の機会の充実に取り組んでいます。 

・進学希望者が多い普通科で学ぶ生徒が、将来の生き方や職業について考えを深める契機とな

るよう、県内企業の持つ技術やノウハウを体験できる企業展(７月から１０月にかけて３校で実

施)を開催するとともに、生徒が県内企業で活躍する職業人から話を伺う機会や、企業を訪問

する機会を拡充し、企業と連携した探究学習を推進しています。 

② グローカル教育の推進 

・高等学校においては、自ら考え判断し行動する力、他者と共に成長しながら新しい社会を創造

する力、外国語で積極的にコミュニケーションを図る語学力を育むため、企業等との協働も取り

入れながら、海外留学や海外インターンシップ、 姉妹校提携による学校間交流等をとおして生

徒の国際的視野を広げるとともに、英語の授業等でＡＩを効果的に活用した授業モデルの構築

や、英語によるディスカッションやディベート等を行う機会の創出に取り組んでいます。 

・小中学生の英語のコミュニケーション能力を育成するため、教員の指導力向上を図る研修会を

開催し、効果的な授業例の共有を行っています。さらに、中学生が郷土三重の魅力を英語でプ

レゼンテーションするコンテストや、海外の生徒と英語でコミュニケーションをとるオンライン交流

授業を実施しています。 

・地域企業と連携した郷土教育・キャリア教育について、県内の３市で取組を進めるとともに、実

践校の研究発表会を令和８年２月に開催し、その成果を県内に普及させます。 

③ 新たな価値を創り出す力の育成 

・多様な考え方を持つ仲間との学びや教科横断的な学びを行うＳＴＥＡＭ学習、農林水産部等の

他部局と連携して取り組む地域の産業を題材にした地域課題解決型学習等の探究的な学習に

取り組んでいます。 

施策の目標 

（めざす姿） 

子どもたちが、変化が激しく予測困難なこれからの社会において、変化をしなやかに前向き

に受け止めて、失敗をおそれず挑戦する心や生涯をとおして学びに向かう姿勢、社会の一員と

しての自覚と責任を持ち、他者との協働を大切にしながら、豊かな未来を創っていく力を身に

つけています。 



・課題解決力、コミュニケーション力等の資質・能力を育むため、探究的な学習の指導方法や評

価方法等について実践研究に取り組む「探究コンソーシアム」を実施しています。また、スーパー

サイエンスハイスクール指定校６校の課題研究や普通科高校等の探究的な学習の成果発表の

場である「みえ探究フォーラム」を２月に実施します。 

・将来社会に出る生徒が、外国人労働者をはじめ価値観の異なる多様な人々と職場等で協働し

リーダーシップを発揮できるよう、高校生２０名が８月に外国人労働者を雇用している県内企業

やベトナムを訪問し、そこで働く従業員との意見交換等をとおして、多文化共生社会で活躍でき

る人材の育成をめざす研修を実施しました。 

・デジタル等成長分野を支える人材を育成するため、ＤＸハイスクール指定校１８校において、情

報、理数教育を重視するカリキュラムやＩＣＴを活用した文理横断的・探究的な学びに取り組ん

でいます。 

・マイスター・ハイスクール事業指定校である福祉系高校４校において、福祉関係団体等と連携し

た専門的な実習や学習活動を推進し、福祉教育の充実や福祉・介護の専門人材の育成に取り

組んでいます。 

・生成ＡＩの学校現場での活用にかかる知見を蓄積するため、高校３校において、学術的知見を

有する事業者や研究者等と連携し、情報活用能力の一部である「生成ＡＩの仕組みの理解」や

「生成ＡＩを学びに生かす力」を段階的に高める実践研究に取り組んでいます。 

④ 主体的に社会を形成していく力の育成 

・社会の一員としての自覚と責任を持ち、主体的に行動する力などを育むため、公民科の科目

「公共」における法や政治、経済等に関わる諸課題に係る学習や、家庭科における消費生活に係

る学習に取り組むとともに、効果的な取組事例の学校現場への提供や、指導計画の作成に係る

指導・助言を行っています。 

・高校生が平和の大切さや命の尊さを実感し継承していくため、有識者による戦争と平和に関す

る講演や大学生を交えた意見交換、イスラエルやパレスチナの同世代の学生等との交流を通じ

て、平和について考えや理解を深めるワークショップを８月に３回実施し、１６校から高校生のべ

１２７名が参加しました。 

・高校生が、社会的な問題の解決策を自ら考え、主権者として主体的に行動できる力を育むた

め、主権者教育モデル校５校にて実践的な学習を推進し、モデル校が連携しながら校内外にお

ける生徒の自主的な活動の充実に取り組んでいます。 

 

２．KPI（重要業績評価指標）の状況 

ＫＰＩの項目 関連する基本事業 
令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

７年度 
の評価 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標達成
状況 

目標値 
実績値 

目標を持って学習や活動に取り組んでいる子どもたちの割合 ①②③④ 

－ 

小学生 
94.1％ 
中学生 
94.8％ 
高校生 
75.1％ 

小学生  
95.5％ 
中学生  
96.1％ 
高校生  
77.1％ 

小学生  
97.0％ 
中学生  
97.4％ 
高校生  
79.1％ 

小学生  
98.5％ 
中学生  
98.7％ 
高校生  
81.1％ 

－ 

小学生  
100％ 
中学生  
100％ 
高校生  
83.1％ 

－ 小学生 
92.7％ 
中学生 
93.5％ 
高校生 

73.1％ 

小学生 
90.9％ 
中学生  
90.5％ 
高校生  
70.8％ 

小学生 
90.2％ 
中学生  
92.0％ 
高校生  
71.0％ 

小学生 
91.0％ 
中学生  
91.7％ 
高校生  
73.5％ 

－ － 

  



学校外の活動に自ら参加し、将来の進路を考えることにつなげている

高校生の割合 
① 

－ 65.0％ 73.8％ 91.9％ 96.0％ 
－ 

100％ 
－ 

－ 83.7％ 82.8％ 82.3％ － － 

国際的視野や論理的・科学的思考力、探究心を育む取組に参加した子

どもたちの人数 
② 

－ 

中学生 
850人 
高校生 
220人 

中学生 
1,040人 
高校生 
240人 

中学生 
1,230人 
高校生 
260人 

中学生 
2,200人 
高校生 
280人 

－ 

中学生 
2,250人 
高校生 
300人 

－ 中学生  
684人 
高校生  

203人 

中学生 
1,321人 
高校生 
224人 

中学生 
898人 
高校生 
245人 

中学生 
2,191人 
高校生 
273人 

－ － 

困難だと思うことでも、前向きに考えて挑戦している高校生の割合 

 
③ 

－ 79.8％ 80.8％ 81.8％ 82.8％ 
－ 

83.8％ 
－ 

78.8％ 76.9％ 76.0％ 79.4％ － － 

地域や社会をよくするために、社会の形成者として権利を行使し責任

を果たそうと考える高校生の割合 
④ 

－ 70.1％ 72.5％ 74.9％ 77.3％ 
－ 

79.7％ 
－ 

67.7％ 65.0％ 63.9％ 69.7％ － － 

 

３．令和８年度の課題と取組方向 
基本事業名 
・令和８年度以降に残された課題と対応 

① キャリア教育の推進 

・児童生徒が社会貢献意識や自己実現に向けたキャリア意識を持って、主体的に進路を選択す

ることができるよう、地域や関係機関等と連携を図りながら、自己の学びのプロセスを振り返る

ことのできる「キャリア・パスポート」の活用を含め、学校の教育活動全体をとおした、組織的か

つ計画的なキャリア教育を推進します。 

・高校生一人ひとりの希望や特性に応じた就職実現に向け、生徒の就職支援や卒業生の職場定

着に課題を抱える普通科および総合学科の高等学校、支援が必要な外国人生徒が在籍する高

等学校を中心に、就職実現コーディネーター等を引き続き配置し、働くことや自己の適性への理

解を深めることができるよう、きめ細かなキャリアカウンセリングや企業や職種の情報提供等の

就職支援を行います。 

・県立夜間中学（みえ四葉ヶ咲中学校）において、生徒が学びと将来の夢とのつながりを意識し

て、卒業後の進路や将来を設計できる能力を身につけられるよう、キャリア学習支援員を活用し

たキャリア教育を推進します。 

・人間関係の構築に苦手意識がある生徒や働くことに不安を持つ生徒が、社会生活や職業生活

で他者と協力・協働できるよう、高等学校入学後の早い段階から進路相談やソーシャルスキルト

レーニングの機会を充実させるとともに、働き方についての理解を深め、働くことへの自信を持

つことができるよう、実習等の機会の充実に取り組みます。 

・女子生徒が理系分野に興味を持ち、進路選択の幅を広げることができるよう、女子中高生を対

象に、研究機関や企業等を訪問する機会を創出するとともに、女性研究者による講演会等を開

催します。また、女子生徒による小学生向けの科学実験講座を開催します。 

・大学進学者が多い普通科高校において、地元企業に対する理解を深めるとともに、将来の選択

肢として提示するため、学校と地元企業をつなぐコーディネーターを活用した企業展や職場訪

問を実施します。また、地元企業が学校の学習活動を支援する協力体制の構築を図ります。 



② グローカル教育の推進 

・高等学校においては、自ら考え判断し行動する力、他者と共に成長しながら新しい社会を創造

する力、外国語で積極的にコミュニケーションを図る語学力を育むため、企業等の支援を得な

がら、海外留学や海外インターンシップを行うとともに、 姉妹校提携による学校間交流やＡＩを

効果的に活用した英語の授業、英語によるディスカッションやディベート等を行う機会の創出に

取り組みます。 

・小中学生の英語のコミュニケーション能力を育成するため、引き続き教員の指導力向上に係る

研修会を開催し、効果的な授業例を共有します。さらに、中学生が郷土三重の魅力を英語でプ

レゼンテーションするコンテストや、海外の生徒と英語でコミュニケーションをとるオンライン交流

授業の充実を図ります。 

・小中学校の児童生徒が、郷土への愛着や関心を持ち、自分の生き方や進路について主体的に

考え、地域で活躍することがその選択肢になるよう、モデル校による課題解決型学習の取組例

の横展開を通じて、県内全体の郷土教育・キャリア教育の推進を図ります。 

③ 新たな価値を創り出す力の育成 

・多様な考え方を持つ仲間との学びや教科横断的な学びを行うＳＴＥＡＭ学習、農林水産部等の

他部局と連携して取り組む地域の産業を題材にした地域課題解決型学習等の探究的な学習を

推進します。 

・課題解決力、コミュニケーション力等の資質・能力を育むため、スーパーサイエンスハイスクー

ル指定校の課題研究や普通科高校等の探究的な学習の成果の発表の場である「みえ探究フォ

ーラム」や、探究的な学習の指導方法や評価方法等について実践研究に取り組む「探究コンソ

ーシアム」を開催します。 

・高校生が異なる文化や価値観を持つ人々と協働できる力とリーダーシップを身につけることが

できるよう、外国人労働者を雇用している県内企業や海外事業所、国際協力機関等への訪問

や意見交換等の研修により、地域や国際社会で活躍する人材の育成に取り組みます。 

・三重県誕生 150 周年を迎えるにあたり、生まれ育った三重に対する理解を深めるとともに、愛

着や誇りをもって地域社会に貢献しようとする人材の育成を目的として、三重の歴史や現状を

学び、未来について考察する探究的な学習を支援し、その成果を発表する機会を設けます。 

・デジタル等成長分野を支える人材を育成するため、ＤＸハイスクール指定校において、情報、理

数教育を重視するカリキュラムやＩＣＴを活用した文理横断的・探究的な学びに引き続き取り組

みます。 

④ 主体的に社会を形成していく力の育成 

・社会の一員としての自覚と責任を持ち、主体的に行動する力などを育むため、引き続き公民科

の科目「公共」における法や政治、経済等に関わる諸課題に係る学習や、家庭科における消費

生活に係る学習に取り組むとともに、効果的な取組事例の学校現場への提供や、指導計画の作

成に係る指導・助言を行います。 

・高校生が、社会的な問題の解決策を自ら考え、主権者として主体的に行動できる力を育むた

め、主権者教育モデル校を中心に実践的な学習を推進し好事例の横展開を図るとともに、校内

外における生徒の自主的な活動の取組を支援します。 

 

４．主な事業   

≪（１）キャリア教育の推進≫ 

①（一部新）未来へつなぐキャリア教育推進事業 

（第 10款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R７) 29,095千円 → (R８)  3７,５４７千円 

事業概要：生徒一人ひとりの希望や特性に応じた就職を実現するため、就職実現コーディ

ネーターを高等学校に配置します。外国人生徒及び保護者が日本の学校制度

や働き方について理解を深め、将来を見通して進路を選択できるよう、進学・就

職に係るセミナーを開催します。他者との関わり方に支援が必要な高校生が将

来、地域や職場で他者と協働できるよう、入学後の早い段階からの進路相談や

ソーシャルスキルトレーニング等を実施します。女子生徒が興味・関心に応じて

理系の進路を主体的に選択できるよう、県内外の大学・研究機関への訪問や女



性研究者・技術者との座談会を実施し、多様なロールモデルとの交流の機会を

創出します。あわせて、小学生の時期から科学への関心を高めるため、女子生

徒による小学生向けの科学体験講座を実施します。大学進学者が多い普通科

高校において、生徒の地元企業に対する理解を深めるとともに、将来の選択肢

として提示するため、学校と地元企業をつなぐコーディネーターを活用した企業

展や職場訪問を実施します｡ 
 

≪（２）グローカル教育の推進≫ 

①郷土を題材とした学習活動推進事業 

（第 10款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R７)  4,847千円 → （R８） 6,368千円 

事業概要：地域と連携した郷土教育・キャリア教育の推進のため、実践校において、課題解

決型の協働的な学習を進めるとともに、地域で活躍する人びとの魅力に触れる

機会を創出し、三重で働くことを将来の選択肢として示します。中学生が郷土三

重の魅力を英語で表現するコンテストを行います。また、１人１台端末を活用して、

外国の同年代の生徒と、英語で実践的なコミュニケーションの充実を図ります。 
 
≪（３）新たな価値を創り出す力の育成≫ 

①（一部新）世界へはばたく高校生育成支援事業 

（第 10款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R７) 13,013千円 → (R８) 1１,１12千円 

事業概要：世界で活躍する力とグローバルな視点で三重の活性化に貢献する力を兼ね備

えたグローカルリーダーを育成するため、海外での実地学習を主体とした高校

生向けの研修を実施します。研修では、高校生が外国人材を雇用する県内企

業やその海外事業所において意見交換や、海外の教育機関等において本県の

魅力発信に取り組むことにより、国際感覚と郷土への誇りを育みます。 
 

②（新）「みえに学びみえの未来を考える」探究学習推進事業 

（第 10款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R７) －千円 → (R８) 2,000千円 

事業概要：三重県誕生 150 周年を迎えるにあたり、郷土への理解を深めるとともに、愛着

と誇りをもって地域社会に貢献する力を育成するため、各学校が有識者や県内

企業等と連携して取り組む「ふるさと三重」をテーマとした探究学習を支援しま

す。 

 

≪（４）主体的に社会を形成していく力の育成≫ 

①次代を担う社会の担い手育成支援事業 

（第 10款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R７) 5,910千円 → (R８) 862千円 

事業概要：高校生が主権者として主体的に社会に参画する力を育むために、各学校にお

いて取り組む実践的な学習を支援します。高校生が法の意義や役割を理解で

きるよう国の機関と連携し、高校生対象の模擬裁判員裁判を実施します。 


